
明治6年に開設された大阪府営住吉公園は、2023年に
開設150年を迎えます。「住吉公園 歴史探訪」では、住
吉公園150年記念事業として住吉公園の歴史をたど
り、開設当初からどのように利用され、どのような変遷を
遂げてきたか、悠久の歴史に想いを馳せてみたいと思い
ます。
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明
治
三
十
五
年

「
大
和
川
堤
上
よ
り
住
吉
遠
望
」

　
本
号
の
メ
イ
ン
と
な
る
鳥
瞰
図「
住
吉
神
社
及
公
園

之
真
景
」の
出
来
栄
え
に
驚
く
と
同
時
に
、編
集
部
と

し
て
、こ
の
鳥
瞰
図
の
景
観
を
補
足
で
き
る
よ
う
な
同

時
代
の
住
吉
公
園
の
写
真
探
索
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

過
程
で
私
た
ち
が
目
を
奪
わ
れ
た
の
が
、堺
市
立
中
央

図
書
館
が
所
蔵
す
る
写
真
集『
堺
大
観
』に
所
収
さ
れ

た「
大
和
川
堤
上
よ
り
住
吉
遠
望
」で
し
た（
写
真
１
）。

明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）の
夏
か
ら
秋
に
撮
影
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
こ
の
写
真
か
ら
は
、次
の
六
点
に
お
い

て
注
目
す
べ
き
事
実
を
指
摘
で
き
ま
す
。多
く
の
情
報

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、鳥
瞰
図
の
情
報
を
補
う
格

好
の
史
料
と
な
り
ま
す
。（
水
内
俊
雄・櫻
田
和
也
）

①
住
吉
公
園
の
松
林
の
全
景
が
、高
燈
籠
や
茶
屋
な
ど

も
含
め
て
見
ら
れ
る
こ
と
。そ
の
撮
影
範
囲
は
地
図

１
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、東
側
は
南
海
鉄
道
が
公

園
内
を
走
る
と
こ
ろ
ま
で
含
め
ら
れ
て
い
る
と
判
断

で
き
ま
す
。

②
そ
の
手
前
の
嶋
村
の
集
落
が
、蔵
も
含
め
て
鮮
明
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。一
方
で
、地
図
１
で
判
明
し

ま
す
が
、紀
州
街
道
沿
い
の
安
立
町
の
家
並
は
映
っ
て

い
ま
せ
ん
。

③
明
治
三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）に
粉
浜
村
に
進
出
し
た

当
時
の
明
治
紡
績
の
煙
突
が
遠
景
な
が
ら
存
在
感
を

示
し
て
お
り
、当
時
の
工
場
が
わ
か
る
貴
重
な
写
真

史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
南
海
鉄
道
の
汽
車
が
、大
和
川
堤
防
よ
り
築
堤
を
下

る
逆
行
運
転
で
、難
波
方
面
に
向
か
っ
て
い
る
シ
ー
ン

が
印
象
的
で
す
。手
前
か
ら
伸
び
る
非
耕
作
の
敷
地

が
、開
業
当
初
の
終
着
駅
で
あ
っ
た
大
和
川
臨
時
駅

（
手
前
）か
ら
の
廃
線
跡
と
し
て
確
認
で
き
ま
す
。こ
れ

は
大
発
見
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑤
手
水
川
の
流
路
が
直
線
化
さ

れ
た
耕
作
地
部
分
で
、農
作

物
を
栽
培
し
て
い
る
様
子
が

見
事
に
見
ら
れ
ま
す
。作
付

け
さ
れ
て
い
る
の
は
、き
ゅ
う

り
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。農

作
業
の
人
々
や
丸
桶
な
ど
の

農
耕
具
ま
で
リ
ア
ル
に
確
認

で
き
ま
す
。明
治
期
大
阪
南

郊
の
近
郊
農
業
の
実
態
を
記

録
す
る
貴
重
な
写
真
で
す
。

⑥
堺
大
観
の
写
真
は
、堺
市
史

編
纂
の
た
め
に
準
備
さ
れ
、

時
あ
た
か
も
第
五
回
内
国
勧

業
博
覧
会
の
開
催
の
機
運
醸

成
に
撮
ら
れ
た
も
の
と
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。鳥
瞰
図
と
同

時
期
で
あ
り
、１
面
の
表
１
の

よ
う
に
住
吉
公
園
も
築
港
修

築
の
完
成
祝
賀
の
行
事
を
執

り
行
っ
て
い
ま
し
た
。博
覧

会
、築
港
と
言
う
当
時
の
大

阪
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を
関

連
づ
け
る
写
真
と
鳥
瞰
図
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（写真5）写真2の編成よりも長い、和歌山方面に向かって大和川を渡る蒸気列車。
注目点は、列車後尾の住吉方面に住吉公園の松林が、写真1とほぼ同じ形状で確認
できることです。撮影は明治30年代と思われます。上田貞治郎写真コレクションより

（地図1）明治40年（1907）測図の「住吉」
「堺」の1万分の1地形図より、想定の撮影ポ
イントと撮影エリアを赤線で示しています。

（写真4）昭和3年（1928）撮影の大阪市の空中写真
からは、廃線の跡がきれいにうかがえます。黄線が想
定の撮影エリアとなります。この後大阪市安住土地
区画整理事業が始まり、この区画は消失します。

明
治
三
十
六
年

「
住
吉
神
社
及
公
園
之
真
景
」

　
明
治
期
の
絵
図「
住
吉
神
社
及
公
園
之
真
景
」（
摂

河
泉
文
庫
所
蔵
）を
紹
介
し
ま
す（
本
号
二・三
面
に
掲

載
）。明
治
三
十
六
年
七
月
十
五
日
発
行
の
多
色
刷
り

風
景
画
で
、著
者
・
発
行
者
の
清
水
吉
康
は
、大
日
本

名
所
図
録
、日
本
全
国
パ
ノ
ラ
マ
地
図
、第
五
回
内
国

勧
業
博
覧
会
の
刷
物
な
ど
を
手
掛
け
た
画
家
で
す
。

　
本
図
は
、神
社
と
公
園
を
中
心
に
、大
阪
湾
か
ら
東

方
を
望
む
伝
統
的
鳥
瞰
図
で
、前
方
沖
合
に
は
帆
掛

け
船
、背
後
に
は
生
駒
か
ら
二
上
山
ま
で
の
山
並
み
、

中
央
に
は
神
社・公
園
を
実
際
よ
り
も
大
き
く
描
い
て

い
ま
す
。建
物
の
主
な
も
の
に
は
名
称
を
付
し
、外
観

や
配
置
が
精
緻
に
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
鳥
瞰
図
は
、明
治
期
に
も
数
々
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
、公
園
を
中
心
に
描
い
た
も
の
は
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。所
蔵
者
の
摂
河
泉
文
庫
・
南
川
孝
司
氏
に

よ
れ
ば
、か
つ
て
東
北
地
方
の
古
書
店
で
入
手
し
た
と

の
こ
と
で
す
が
、今
ま
で
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。今
回
、新
出
資
料
と
し
て
そ
の
内
容
を

確
認
し
て
み
ま
す（※

以
後
、元
号
は
明
治
）。

公
園
の
施
設

　
南
海
鉄
道（
現
南
海
本
線
）の
線
路
東
側
、汐
掛
道

の
南
北
に
君
の
家・三
桝
。北
は
ず
れ
に
便
利
亭
。線
路

西
側
、汐
掛
道
の
北
域
を
東
か
ら
順
に
、藤
の
家（
二

軒
）・東
喜
楽
亭・西
生
楽
亭・笹
村
家・小
松
亭・み
さ

き
亭（
二
軒
）・老
松
亭・好
松
亭
。公
園
北
、旧
材
木
川

の
対
岸（
粉
浜
村
域
）に
朝
日
舘
。そ
し
て
、汐
掛
道
の

南
域
に
、安
楽
亭・小
山
楼・松
川
亭・大
野・松
月
亭・

小
松
亭
・つ
る
の
亭
・
小
山
楼（
別
軒
）・
芦
の
家
・二
葉

亭
・
若
松
亭
・
広
栄
亭
・
林
亭
・
松
寿
亭
・
住
の
江（
二

軒
）・
温
泉
小
山
楼（
煙
突
付
き
の
温
浴
施
設
）・と
き

わ
楼・み
ど
り・松
栄
亭・喜
楽
園
。

　

公
園
西
端
に
は
石
の
大
鳥
居（
三
十
六
年
六
月
建

立
）、禁
裏
御
祈
祷
所（
宝
之
市
神
事
の
御
旅
所
、※

本

紙
第
三
号
参
照
）、関
西
植
物
園
、禊（
み
そ
ぎ
）舘（
住

吉
御
潮
湯
禊
舘
、※

本
紙
第
四
号
参
照
）、高
燈
籠
、十

三
間
堀
川
の
長
峡
橋
が
あ
り
ま
す
。

植
生
と
地
形

　
園
内
に
は
マ
ツ
や
サ
ク
ラ
を
主
に
し
た
植
生
が
描
か

れ
、土
地
の
隆
起
や
凹
凸
は
表
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

大
小
八
つ
の
池
が
あ
り
、南
域
の
三
池
は
細
江
川
に
つ

な
が
っ
て
い
た
こ
と
、池
や
川
に
は
十
三
カ
所
も
小
橋

が
架
か
り
、六
つ
の
小
島
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
。公
園
の
西
方
、十
三
間
堀
川
に
か
か
る
長
峡
橋

の
西
詰
は
住
吉
長
峡
ノ
浦
で
、干
拓
中
の
区
画
、波
止

場
が
あ
り
、そ
の
先
端
に
は
岩
田
楼
が
見
え
ま
す
。た

だ
し
、同
川
の
上
手
は
、な
ぜ
か
川
筋
と
海
と
が
同
化

し
て
描
く
の
で
写
実
性
に
欠
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、特
筆
す
べ
き
は「
関
西
植
物
園
」の
表
記
で

す
。そ
の
形
態
や
運
営
の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、大
阪

で
は
な
く「
関
西
」と
冠
し
て
植
物
園
が
設
置
さ
れ
て

い
た
事
実
が
う
か
が
え
ま
す
。

周
辺
の
様
子

　
そ
の
ほ
か
の
所
見
で
は
、十
八
年
開
業
で
二
十
五
年

複
線
化
し
た
南
海
鉄
道
の
線
路
と
住
吉
停
車
場（
跨

線
橋
を
備
え
た
駅
舎
）。神
社
を
隔
て
た
遥
か
東
方（
図

左
上
部
）に
は
高
野
鉄
道（
三
十
三
年
開
通
、現
南
海

高
野
線
）と
東
停
車
場（
現
住
吉
東
駅
）。次
に
神
社
の

西
側
、紀
州
街
道（
図
中
央
を
左
右
に
通
る
道
）の
長

峡
町
か
ら
旧
住
吉
新
家（
現
東
粉
浜
）に
か
け
て
は
、電

話
所
・
警
察
著（
火
見
梯
子
を
併
設
）・
阪
口
銀
行
・
楊

井
銀
行（
現
み
ず
ほ
銀
行
住
吉
支
店
）・
瓢
々
亭
・つ
な

ぎ
貝
・い
も
弥
・
魚
芳
楼
・い
も
菊
と
い
っ
た
商
店
。街

道
を
南
へ
行
く
と
安
立
町
と
浪
花
屋
の
笠
松（
昭
和
二

十
三
年
枯
死
）。そ
の
東
方（
図
右
上
）川
沿
い
に
は
津

守
氏
邸
宅（
男
爵
津
守
家
の
旧
邸
）。線
路
の
西
側
、公

園
の
北
方
は
旧
粉
浜
村
で
、一
面
の
畑
の
な
か
に
煙
突

の
あ
る
紡
績
所（
大
阪
合
同
紡
績
住
吉
工
場
）。同
じ

く
粉
浜
村
鎮
守
の
塞
神
社（
四
十
一
年
生
根
神
社
に
合

祀
）が
見
え
ま
す
。

絵
図
制
作
の
背
景

　

本
図
が
発
行
さ
れ
た
三
十
六
年
は
、第
五
回
内
国

勧
業
博
覧
会
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
年
で
す
。同
年
の

五
月
に
は
大
阪
港
・
築
港
大
桟
橋
の
竣
功
式
が
挙
行

さ
れ
、六
月
に
は
住
吉
公
園
に
大
鳥
居
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。寄
進
者
は
西
村
捨
三
ほ
か
三
十
二
名
で
、石
材

は
大
阪
築
港
事
業
で
採
石
し
た
犬
嶋
石
を
転
用
し
た

も
の
で
す
。ま
た
、本
図
に
掲
げ
ら
れ
る
祭
典
一
覧
に
は

「
築
港
祭
」を
明
記
し
て
お
り
、発
行
日
の
七
月
十
五
日

は
大
阪
港
開
港
記
念
日
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。こ
れ
に

よ
っ
て
、本
図
は
大
阪
港
造
成
の
事
業
を
背
景
に
、第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
た
め
に
発
行
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 （
小
出
英
詞
）

住吉公園の園内にあった禁裏御祈祷所、関西植物園、大鳥居。
園外には禊舘（潮湯舘）、高燈籠、長峡橋、十三間堀川、そして狭まりゆく長峡浦（住吉浦）の様子が描かれる。

明治36年「住吉神社及公園之真景」（部分拡大）

表1：住吉公園・大阪港・住吉大社の関係略年表
1897（明治30）年
 4/ 大阪市、第１次市域拡張
 9/1 大阪築港事務所の開設（所長は西村捨三）
 10/17 大阪築港起工式
1898（明治31）年
 6/16 「住吉御潮湯禊舘之図」刊行
 9/27 海運業の尼崎伊三郎、住吉公園に神輿台石を寄進
 10/ 南海鉄道、住吉公園に御旅所覆屋を寄進
 10/17 住吉公園にて宝之市神事が再興
  「官幣大社住吉神社宝の市御神事行列の図」刊行
1899（明治32）年
 6/22 『南海鉄道案内』刊行
1900（明治33）年
 5/20 住吉公園、石標柱の建立
1901（明治34）年
 7/24 住吉大社の正遷宮（江戸時代以来の大改修の竣功）
1902（明治35）年
 4/17 住吉大社の本殿、古社寺保存法による旧国宝指定
 10/　 西村捨三ら、築港船渡御のため御座船宝丸を奉納
1903（明治36）年
 2/3 男爵津守国栄、住吉大社の宮司に就任
 3/1 大阪における第5回内国勧業博覧会　開催
 3/5 梅原忠蔵、『住吉名勝記』刊行（住吉神社神苑会）
 3/ ～ 築港大道路（現みなと通）開通
 4/　 『大阪府誌』刊行
 5/15～17 築港祭　住吉大社の船渡御（住吉―松島―築港）
 6/18 住吉公園、大鳥居の建設許可（築港用採石）
 7/　 築港大桟橋（現築港中央突堤）完成
 7/15 「住吉神社及公園之真景」発行
 7/31 大阪における第5回内国勧業博覧会　閉会
 8/　 大阪築港、港の利用開始
 9/　 大阪市電、築港桟橋・花園橋間に開通（旧築港線）

（小出英詞 作成）

（写真1）「大和川堤上より住吉遠望」（堺市立中央図書館所蔵）
『堺大観』では、鉄道は高野線とされていますが、南海本線の誤りと思われます。

（写真3）写真1の部分拡大　住吉公園の松林の形状や生え方が確認できる貴重な写真です。鳥
瞰図に描かれている小山楼の建物と煙突がこの写真でも確認できます。また、嶋村にいくつか現存
する母屋や蔵の状況が見事に見て取れます。電化時に設置された住ノ江駅や発電所は、約5年後
に登場することになります。

（写真2）写真1の部分拡大　高燈籠の右横に潮湯の禊館が確認できます。その右手奥には建設後
2年くらいしか経ていない当時の明治紡績粉浜工場の全貌が確認でき、風情のある住吉公園とは対
照的な景観となっています。南海鉄道の大和川を越えるために作られた築堤や、それをくぐる小隊道
が目新しく見えます。右側には嶋村の村墓も白く見える墓石が集まった形で見られ、これは地図1で
も確認できます。写真5よりも短編成で軽やかに築堤から下ってゆく機関車も目を引きます。当時、和
歌山まで開通し、既に複線化されていたこの区間では、30分おきに列車は運行されていました。

↓小山楼と煙突

↓潮湯禊館
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